
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 目的 

（１）祇園ブランド「美しい祇園中学校」の構築を目指して、豊かな心の育成や学力向上を図 

るために本校独自の特色ある教育活動を推進する。 

 （２）学力向上の手立てとして、授業の受け方や教科のポイント、家庭学習の取組方などをつ 

づった「デイズ（学習の手引き）」を作成し、基礎学力の定着に努める。 

 （３）地域の方々を講師に招き、職業講話や伝統文化体験学習、思春期教室などに取り組み、 

キャリア教育やふるさと教育、健やかな心身の成長に向けて活動を推進する。 

 

２ 実践内容 

   

 

 

 

 

 

具現化を図るために！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本年度は、上記のスローガンをもとに特色ある教育活動を実施した。心の教育を根底にすえ、

学力向上や心身の健康づくりなど、学校・学年のカラーを生かして、日々生徒の健やかな成長を

図るために取り組んだ。 

 

 

(１) 豊かな心の育成に向けて 

 

① あいさつ運動の励行 

生徒会を中心に「朝のあいさつ運動」を 

積極的に取り組んでいる。あいさつを交わ 

し合うことで、気持ち良い一日の始まりを 

迎えさせるとともに、日中においても「お 

はようございます」「こんにちは」「さよう 

なら」等を自然に言えるように礼儀の取組 

を推進している。また、あいさつ運動を活 
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生徒数 １年生１３８名 ２年生１４３名 

３年生１２４名  合 計４０５名 

学級数 1５学級 

【校訓】   理性 創造 尚志 自彊 
【目指す生徒像】 

G 義務を果たす生徒     I 意気盛んな生徒 

    O 思いやりのある生徒   N 忍耐強くやりぬく生徒 

 



発化させるために、生徒から挨拶に関わる標語を募集し、その標語を幟旗にして、祇 

園坂に掲げている。 

 

 

  ② 「心に残る美しい一言」による豊かな心の育成 

今年一年において、学校（授業や部活動、 

学校行事等）や家庭（地域）で、かけても 

らった心に残る美しい一言（勇気、希望、 

励み、感動をもらった言葉）を取り上げる。 

その言葉を生徒・教職員・保護者（地域） 

で共有することにより、心の栄養や今後の 

  言葉かけの一助とし、心豊かな学校づくり 

推進の活動とする。これらの一言も幟旗に 

し祇園坂に掲げている 

 

 

 

③ 心身の健康づくりに向けて 

 生徒も教職員も朝から軽く体を動かすことによ 

り、脳の活性化（早く目覚めさせる）やその日の 

体調管理の一助として、早朝からの運動に取り組 

んでいる。７時１５分から４５分の時間帯におい 

て、グラウンドを自由に歩いたり、ジョギングし 

たりし、時折会話をはさみながら活動している。 

参加条件は、保護者からの同意書のみである。 

参加者はその時間内において、いつでも参加し 

たり止めたりすることでき、週の参加回数も問わ 

ない。ただし、終了の７時４５分は厳守し、その 

後の２０分間で着替えて教室に入る。 

 

 

④ 健やかな心身の成長のための講演会（学校行事を除く） 

  子供たちの心や身体の健やかな成長を促すために、外部講師を招き以下の講演会を実施した。 

 ア ７月１９日（火） 

医師による「いのちの学習会」 

 イ １0 月２５日（火） 

    睡眠健康指導士による「睡眠の大切さ」 

ウ １１月１０日（木） 

学校歯科医による「歯科講話」 

エ １１月１１日（金） 

   学校栄養職員による「食育講話」 

オ １１月１４日（月） 

スクールサポーターによる「不審者対策」 

カ １１月２１日（月）・２８日（月） 

消防署員による「救命救急 AED 講習」 

キ １１月２２日（火） 

メディア安全指導員による「メディア教室」 

ク １２月９日（金） 

アンガーマネジメント講師による 

「アンガーマネジメント講習」 

ケ ２月１５日（水） 

薬剤師による「薬物乱用防止教室」 



(２) 学力向上に向けて（学習の習慣化と読書活動の活性化） 

 

① 学習の習慣化、基礎・基本の定着を目指して 

    学習の手引きとして「授業の受け方」「教科のポイント」「家庭学習のすすめ」「自主学習の取 

組」などの項目を設けるとともに、中学校生活を円滑にするために「生活の心得」や「部活動 

の方針」なども取り入れ、まとめたものを冊子として配布している。                                                

中１ギャップの解消や学び方に悩んでいる生徒の参考書として、また、オリエンテーション 

   や学年集会のハンドブックとして活用するように勧めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 言語活用能力の向上を目指して 

図書室を学びの場として、また、読書好きを増やすため 

   に「図書ボランティア」を保護者から募集し、学校司書や 

図書担当職員との連携により、図書室運営の活性化を図っ 

ている。特に、図書ボランティアの方々による季節ごとの図書室 

掲示や装飾により、図書室の雰囲気が和らぎ、生徒の来室 

も増加している。                                              

 

                                                                   

(３) SDGｓ教育の充実に向けて 

 

   ① 体験学習の充実に向けて 

  ア 職業講話 

   キャリア教育の一環として「職場体験学習」 

  を例年実施してきたが、コロナ禍のためその代 

替として「職業講話」を実施した。職業講話の 

講師には、生徒の関心を高めるために職種を幅 

広く選び、また、コースも２つ選択できるよう 

に設定した。 

Ａ）公務員コース（市役所職員）   

Ｂ）保育士コース（託児所職員）   

Ｃ）子供食堂コース（親子いこいの広場代表） 

Ｄ）消防署コース（消防署員）  

Ｅ）金融コース（ファイナンシャルプランナー） 

 

 イ 伝統文化体験学習 

 日本の古き良き伝統文化を学ぶ機会として、地域で活動している方々を講師として招き「伝 

統文化体験学習」を実施した。茶道・箏曲・書道・弓道・華道・俳句の６コースを設定し、 

生徒に選択させた。伝統文化の優雅さや奥深さを再発見できるとともに、成就感を味わわせ 



るために生徒作品を校内に展示した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② SDGｓの取組について 

持続可能な社会の実現を目指してＳＤＧｓ学習を実施した。具体的な取組の大切さに気づか

せるために、「社会参画意識の向上」「持続可能な社会の担い手育成」「多文化共生意識の習得」

を３つの柱とし、「ＳＤＧｓの達成を目指して社会に参画できる生徒」の育成を目指すことを目

的として取り組んだ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                       

３ 成  果 

 祇園ブランド「美しい祇園中学校」を学校経営方針の中心に掲げ、心の教育と学力の向上を推進

するために、特色ある学校づくりに取り組んだ。 

心の教育においては、生徒会を中心とした毎日の「あいさつ運動」が定着し、校内外においても

快いあいさつができるようになってきた。地域の方々からもお褒めの言葉をいただくことが多くな

った。併せて、「あいさつ標語」や「心に残る美しい一言」の幟旗を祇園坂に掲げることにより、生

徒の意識の高まりも感じられるようになった。また、講演会・教室（メディア、職業講話、食育、

人権、図書ボランティア等）の各種の取組では、思春期の生徒にとって課題となるものを提示する

ことにより、日常の生活を振り返らせ、より良い生活を送る意識や心構えを育むことができた。 

  上記のような取組を充実させることにより、全体的に落ち着いた学校の雰囲気が培われ、生徒一

人一人の日常生活に対する意識や授業に臨む姿勢が改善されてきたものと思われる。そのことが保

護者や地域の方々にも伝わり、学校の応援団としての姿がうかがえるようになった。 

 

 

４ 今後の課題 

  今年度も、学校教育目標の具現化を図るために、新しい教育活動を企画したり、地域の方々を講

師に招いたりし、特色ある学校づくりに取り組んできた。しかし、生徒間のトラブルとなりやすい

メディア活用に関わる問題やコミュニケーション能力の育成など、課題はまだまだ山積している。

現在、教職員・保護者・地域の関係がより良いものとなってきているので、さらに連携を深め、課

題を克服しつつ、よりレベルの高い学校づくりに注力していきたい。 


